
 

    

   

     

小麦ちゃんプロジェクト ～ 太陽の恵みを取り込んだ「小麦のパワー」を取り出しました ～ 

 ６月に刈り取った麦を乾燥させて一か月以上保存していました。大谷大学の冨永先生からいただいた脱穀の方法の説

明ビデオをみんなで見て同じように頑張って籾
もみ

状態にしました。お椀でこそげたり、手で力を加えてバラバラにしたり

と工夫して行いました。昨日は冨永先生が園に来てくださり、石臼を使って小麦粉にする方法を教えてもらいました。 

臼を抑える人、回す人に分担し、引いた粉を目の細かいふるいにかけて最後の写真のような小麦の粉にしていきました。 

 先生から「小麦ちゃんが太陽のパワーをしっかり取り込んで成長したんですよ。でもパンやクッキーにするには服を

何枚も来ている状態（籾
もみ

）から脱がしてやって粉の小麦ちゃんにしていきますよ。そうしたら太陽のパワーを蓄えた素

敵な部分を取り出したことになります・・・。」との説明を受け、みんなとても満足そうでした。今後のお話や展開（小

麦を使って何かを作る）がずい分楽しみになってきました。 これまた 花まるっ！ 
 
冨永先生の説明通りお椀で麦の穂先をこそげて脱穀中です。距離を取りながらもくもくと・・・ その後団扇であおいでもみ殻を飛ばします。        

先生から石臼の使い方を教わっています。   一人が臼を抑え、一人が臼を回しています。  二人組で協力して頑張りました。ゴロゴロ！  

目の細かい「ふるい」でふるうと奇麗な粉に。 太陽の恵みが水や肥料とともに粉の小麦ちゃんになったという確認をしてくださいました。 

 

カブト虫 ヒョウモンチョウのその後 ～ 餌代が・・・ さなぎから蝶になって飛び立っていっています ～ 

夏まつりで活躍？していた昆虫たちはどうしているのかな？ご心配なく。皆さん元気に活動しています。花まるっ！ 
 
そら組からはな組さんへ「熟れすぎたキュウリで作った餌」のプレゼント。案外美味しいらしい。  ２０匹ぐらい飛び立っていきました。(嬉しい) 
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